
様式第一号

法人名　　医療法人医仁会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地　　愛知県丹羽郡大口町新宮一丁目129番地　　　　　　

　

（単位：千円）

 １ 有 形 固 定 資 産

その他の有形固定資産

 ２ 無 形 固 定 資 産

その他の無形固定資産

 ３ そ の 他 の 資 産

資　産　合　計 負債・純資産合計

1,538,291

6,002,367

2,880

Ⅰ　出　資　金

保 証 金

Ⅱ　積　立　金

162,698

126,549

保 険 積 立 金

そ の 他 の 固 定 資 産

純 資 産 合 計

28,751

7,398

6,002,367

繰 越 利 益 積 立 金

借 地 権

負　債　合　計

62,678

40,760

ソ フ ト ウ ェ ア

純 資 産 の 部

科　　　目 金　　　額

19,039

車 両

長 期 借 入 金

土 地

退 職 給 付 引 当 金

28,340

200,386

そ の 他 の 固 定 負 債

88,251

建 物 そ の 他 の 流 動 負 債

構 築 物

1,855,970

59,535

医 療 用 器 械 備 品

そ の 他 の 器 械 備 品

Ⅱ　固　定　負　債

62,436

176,142

前 受 金

預 り 金

△ 6,112

Ⅱ　固　定　資　産

前 払 費 用

未 払 法 人 税 等

賞 与 引 当 金

2,696,437

2,471,060

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

Ⅰ　流　動　資　産 Ⅰ　流　動　負　債

そ の 他 の 流 動 資 産

未 払 消 費 税 等

41,560

58,946

現 金 及 び 預 金 買 掛 金2,112,341

3,305,930

事 業 未 収 金

未 払 金た な 卸 資 産

未 払 費 用

1,010,202

88,993

1年以内に返済予定の長期借入金 190,008

貸 倒 引 当 金

医療法人番号

1,502,491

112,827

48,226

35,800

1,502,491

4,464,076

167,136

111

2,427,693

2,266,640

295,606

2,036,383

855,266

207,522

242,475

6,420

1,121

70,716

貸   借   対   照   表

（令和4年3月31日現在）

資　産　の　部 負　債　の　部



様式第二号

法人名　　医療法人医仁会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地　　愛知県丹羽郡大口町新宮一丁目129番地　　　　　　

（単位：千円）

Ⅰ　事　業　損　益

Ａ　本来業務事業損益

１　事　業　収　益

２　事　業　費　用

(１)事　　業　　費

(２)本　　部　　費

Ｂ　附帯業務事業損益

１　事　業　収　益

２　事　業　費　用

Ⅱ　事 業 外 収 益

Ⅲ　事 業 外 費 用

Ⅳ　特　別　利　益

Ⅴ　特　別　損　失

医療法人番号

損 益 計 算 書

（自　令和3年4月1日　　　至　令和4年3月31日）

科　　　　　　　　　　目 金　　　　　　額

8,053,403

5,907,876

741,341 6,649,217

本 来 業 務 事 業 利 益 1,404,186

1,135,180

1,031,405

事 業 損 益 1,507,961

附 帯 業 務 事 業 利 益 103,775

その他の事業外費用 15,323 36,040

受 取 利 息 15

その他の事業外収益 -                                 15

支 払 利 息 20,717

1,471,936

固 定 資 産 売 却 益 0

経 常 損 益

640

税 引 前 当 期 純 損 益 1,400,755

そ の 他 の 特 別 損 失 71,821 71,821

固 定 資 産 売 却 損 0

そ の 他 の 特 別 利 益 640

当 期 純 損 益 1,158,280

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 242,475



重要な会計方針等の記載及び貸借対照表等に関する注記 
 

 
1. 資産の評価基準及び評価方法 

(1) たな卸資産 
最終仕入原価法 

 
2. 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 
定率法によっております。但し、平成10年4月以降に取得した建物、平成28年4月以降に取

得した附属設備・構築物については、定額法を採用しております。 
(2) 無形固定資産 

定額法によっております。 
 

3. 引当金の計上基準 
(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について法人税法における貸倒引当金
の繰入限度額を計上しております。 

(2) 賞与引当金 
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当会計年度に負担

すべき額を計上しております。 
(3) 退職給付引当金 

職員の退職給付に備えるため、当会計年度末における退職給付債務を簡便法(退職給付
に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法)により計算し、計上しております。 

 
4. 消費税及び地方消費税の会計処理の方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜経理によっております。 
 

5. 基本財産の増減及びその残高 
 前期末残高（千円） 当期増加額（千円） 当期減少額（千円） 当期末残高（千円） 

土地 200,386  -  -  200,386  
建物 1,787,566  -  74,406  1,713,160  

合計 1,987,952  -    74,406 1,913,546  

 
6. 賃貸借処理をしたファイナンス・リース取引 

科目 リース料総額（千円） 未経過リース料（千円） 
医療用器械備品 686,063     372,939  
その他の器械備品 258,527  250,046  
   

 944,590   622,985  
 

7. 担保に供されている資産に関する事項 
【担保に供している資産】 

科目 金額（千円） 
土地 181,300     
建物 1,811,595 
構築物 58,793 
保証金 45,000 

計 2,096,688   

 



 
【担保に係る債務】 

科目 金額（千円） 
1年以内返済予定長期借入金 
長期借入金 

190,008 
1,466,640    

計 1,656,648   
 

 

 


